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　プリセプターシップとは，１９６０年代にアメリ

カにおいて，看護学生の臨床へのスムーズな移

行を促進するために教育者と管理者によって考

え出された方法で，役割の社会人化と成人学習

の考え方を基盤としている．１人の新人看護師

に対して１人のプリセプター（指導する看護師）

がマンツーマンで，ある一定期間，意図的・段

階的・系統的な指導を行う新人教育の一方法で

あり，新人看護師のリアリティショック予防に

もつながる１）２）．日本においては，１９８０年代後

半から，基礎教育よりも新規採用看護師へのオ

リエンテーションに用いられてきた．

　ただし，わが国においてプリセプターシップ

が十分な効果をあげられているかは疑問であり，

改善しなければならない点もあるのではないか

と考えられる．今回，日本における文献を整

理・検討することを通して，プリセプターシッ

　要　旨　本稿の目的は，日本におけるプリセプターシップに関する文献を整理・検討することを通

して研究の動向を探り，今後の課題および方向を明らかにすることである．

　「プリセプター」と「新人教育」のキーワードで医学中央雑誌検索を行ない（発行年２００１年～２００５

年），原著・総説３８件を抽出した．それらの文献を，テーマ・内容別，掲載誌別，研究方法別，著者の

所属別に整理をおこなった．

　著者の所属別では，７割近くが「病院のみ」であった．研究方法別では，「質問紙調査」「面接調査」

「質問紙・面接調査併用」の合計数が約９割を占めていた．掲載紙別では，「日本看護学会論文集」が

約半数を占めていた．テーマ・内容別にみると，プリセプターの認識，プリセプターと新人看護師の

認識の比較，プリセプターとプリセプター支援者の認識の比較や支援体制などに関する研究が多くを

占め，プリセプターシップの評価まで行う研究はごく僅かであった．今後の課題としては，プリセプ

ターシップが新人教育の効果を上げているかどうか評価する研究が必要である．また，新人看護師の

認識に関する研究が少なかったことから，新人看護師のリアリティショックを客観的に把握するため

の研究により積極的に取り組んでいく必要がある．
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プに関する現在の研究の動向を探り，今後の課

題および方向を明らかにしたいと考えた．
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　２００７年１月，医学中央雑誌ＷＥＢにて「プリセ

プター」と「新人教育」のキーワードで検索を

行ない（発行年２００１年～２００５年），その後，プリ

セプターや看護教育に関連がみられない内容の

文献，および会議録については除外していった．

以上のような手順で抽出した文献は，原著・総

説３８件であった．内訳は，２００１年１０件，２００２年

４件，２００３年１４件，２００４年６件，２００５年４件で

あった．（以下，２００１年を０１年，２００２年を０２年…

のように表記する．）それらの文献を，１）テー

マ・内容別，２）掲載誌別，３）研究方法別，４）

著者の所属別に整理をおこなった．以下，１）～

４）について詳細に述べる．

　１）テーマ・内容別分類

　テーマ・内容をもとにして分類したところ，

①プリセプターの認識，②新人看護師の認識，

③プリセプターと新人看護師の認識の比較，④

プリセプター支援の４項目に分類された（表１）．

表１に示した分類項目にしたがって，主要文献

について研究の内容を述べていく．

① プリセプターの認識

　「プリセプターの認識」は，０１年６件，０２年１

件，０３年４件，０４年１件，０５年１件の計１３件で

あった．これらの研究対象はプリセプターであ

る．

　プリセプターの「負担感」あるいは「ストレ

ス」に関する研究として，西川・向井他３）は，

プリセプターが役割を果たす責任に負担感を

持っていることを明らかにし，支援体制を整備

することが課題であるとした．森・西本他４）は，

プリセプターは時期に関係なく負担を感じなが

ら役割を担っていることを明らかにし，プリセ

プターの負担感の軽減には周囲の応援・支持と

いったサポートについて，病院・病棟での意思

統一が必要であるとした．山本５）は，プリセプ

ターはストレスを感じ，ストレスによる症状が

出現しやすいこと，また，オーバーワークを感

じていたり看護業務が整備されていない環境に

ある者等はストレスを増幅させやすいことを明

らかにし，病棟全体で新人看護師を指導・支援

していく必要があるとした．古田６）は，バック

アップシステムからの支援を受けられていると

感じていても，プリセプターのストレスは生じ

ているとした．里田・今里他７）は，プリセプター

のストレス認知とコーピングを明らかにした．

　プリセプターの成長や達成感に関する研究と

して，竹村・高橋他８）は，プリセプターが達成

感を得るための重要な要素として，〈フィード

バック〉〈精神的支え〉〈充実感〉をあげた．ま

た，鈴木・竹森他９）は３つのプリセプター体験

過程を見出し，そのうち【自己成長パターン】

は「役割への意欲・負担感」「共同意識」「自己

承認」「自己成長感」で構成されていることを明

らかにした．寺澤１０）は，プリセプターとしての

４つの段階を見出し，それぞれ「漠たる使命感」

「未熟さへの気づき」「指導上の葛藤」「プリセプ

ター体験の位置づけ」とした．

　プリセプターの自己評価に関する研究では，

計２００５２００４２００３２００２２００１
発行年　　

　　テーマ・内容別分類

１３１１４１６① プリセプターの認識

６１２３－－② 新人看護師の認識

９２１３２１③ プリセプターと新人看護師の認識の比較

１００２４１３④ プリセプター支援

３８４６１４４１０計

表１　テーマ・内容別分類と年次別文献数（医学中央雑誌２００１‐２００５）

プリセプターシップに関する研究の動向と課題（２００１‐２００５）
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プリセプターの自己評価は全体に低い傾向にあ

ること１１），プリセプターの経験回数と自己評価

点数には関連があること１２）が報告されていた．

　ソーシャルサポートに関する研究では，プリ

セプターに対するソーシャルサポートのうち，

「賞賛」「接し方の助言」「プリセプター承認」を

得ることが困難であること１３），プリセプターが

メンター機能全体の役割を果たすことには限界

があり，組織としての対応が望まれること１４）が

報告された．

② 新人看護師の認識

　「新人看護師の認識」は，０３年３件，０４年２件，

０５年１件の計６件である．これらの研究対象は

新人看護師である．

　新人看護師のストレスや職場適応に関する研

究として，茨田・久野他１５）は，新人看護師はプ

リセプターに話を聞いてもらう事を求めている

とした．別府・山野辺他１６）は，困った時の相談

相手としてプリセプターに相談する新人看護師

は７０％にとどまり，また，プリセプターに相談

している新人看護師は，先輩・主任看護師，単

位責任者にも相談していることを明らかにした．

　新人看護師の自己効力に関する研究として，

神田・伊藤他１７）１８）は，プリセプターシップにお

ける新人看護師の自己効力に関連する要因を検

討した結果，自己効力を高める要因は，看護技

術の上達・成功，学習内容の実践・成功，先輩

看護師の熟練した看護ケアをみて学ぶこと等で

あり，自己効力を下げる要因は，学習性無力感，

同期が自分よりできていること，先輩からの厳

しい態度等であることを明らかにした．

　新人看護師の個別性に関する研究として，朝

倉１９）は，社会人経験のある新人看護師のプリセ

プターに指導を受ける姿勢や思いを明らかにし

た．

③ プリセプターと新人看護師の認識の比較

　「プリセプターと新人看護師の認識の比較」は，

０１年１件，０２年２件，０３年３件，０４年１件，０５

年２件の計９件である．これらの研究対象はプ

リセプターと新人看護師である．

　越智２０）は，プリセプターと新人看護師の間に

常に「意識のズレ」があることを明らかにし，

それが引き起こされる主要因は，新人が指導者

の反応を見ながら考えたり行動したりしている

ことに指導者が気付かず教育を行っていること

にあるとした．石塚・藤村他２１）は，プリセプター

は一職業人として新人に対応しているが，新人

は生活の変化にとまどっている状態であるとい

う，両者の認識の相違を示した．齋藤・小形他２２）

は，プリセプターは先輩看護師としての役割モ

デルは取れているが，プリセプターの役割であ

る精神的理解者になれていないとした．また，

沼田・森田他２３）は，コーチング流タイプ分けテ

ストを両者に施行することによって，プリセプ

ターが自分と相手のタイプを知ることで行動変

容につながったことを明らかにした．小野２４）は，

プリセプターと新人看護師の評価比較および分

析をおこない，プリセプター・新人看護師間で，

心理面のサポートができていると感じているこ

となどを明らかにした．中川・田牧他２５）は，プ

リセプターは指導方法に悩みながらも新人看護

師の成長を実感し，そのことは自分の喜びにも

つながっていること，新人看護師はプリセプ

ターの存在に支えられていることを明らかにし

た．

④ プリセプター支援

　「プリセプター支援」は，０１年３件，０２年１件，

０３年４件，０４年２件の計１０件である．これらの

研究対象は，プリセプターとプリセプター支援

者，およびプリセプターシッププログラムであ

る．

　プリセプターシップを支援するスタッフの認

識に関する研究としては，プリセプターシップ

を支える立場にある中堅看護師らは，ストレス

因子「意欲」「社会性」に対してストレスが高く

なっており，「自力問題解決的」「他力問題解決

的」な対処行動をとっているものが多いことが

指摘されていた２６）．鷲尾・橋口他２７）は，新人教

育に対するスタッフの意識は高いが，プリセプ

ター支援に対する意識はプリセプター未経験者

に低く，プリセプターの持つストレスも経験者

は理解できるが，未経験者は理解できないとい

う結果を明らかにし，支援体制を充実させるた

めの課題を示した．

プリセプターシップに関する研究の動向と課題（２００１‐２００５）
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　プリセプターとプリセプター支援者との意識

のズレに関する研究として，鈴木・渡邉２８）は，プ

リセプターの多くは「看護実戦能力不足の自覚」

や「スタッフからの協力・支持不足」という悩

みをもっており，その対処として「スタッフへ

のプリセプターシップ代行依頼」を求めている

こと，プリセプター支援者がその現状を理解す

るためには，臨床経験だけでなくプリセプター

の経験やプリセプターに関する学習が必要であ

ることを明らかにした．

　プリセプター支援体制に関する研究として，

小山・金澤他２９）は，調査対象施設において７６％

が「新人指導は全員がするものだ」と考えてい

る傾向にあり，役割の明確化が必要であるとし

た．和泉・横溝他３０）は，継続教育プログラムに

参加した中堅指導者のプリセプター役割機能の

変化を調査し，職場内および職場外教育におい

て新任者への教育計画を遂行することで機能が

高まったとした．吉元・梅田他３１）は，対象病院

のプリセプターシステムは認知機能も高く，役

割認識に関しても統一できており，スタッフの

協力体制は整っていること，プリセプターシス

テムについて，経験者では８割が改善を望み，

アソシエートプリセプター，集合教育への要望

が高いことを明らかにした．

　プログラム分析に関する研究として，中根・

出羽澤他３２）は，スタッフによる支援は，プリセ

プターエイド型，チームリーダー型，全員参加

型のおよそ３パターンに類型化されていること

を明らかにした．

　２）掲載誌別分類

　掲載誌別では，「日本看護学会論文集」「院内

誌」「雑誌」「看護教育大学校論文集」「学会誌」「大

学・看護学校紀要」「その他」に分類された（表２）．

　「日本看護学会論文集」は，０１年６件，０２年２

件，０３年５件，０４年３件，０５年２件の計１８件で

あった．うち看護管理１２件，看護教育５件，精

神看護１件であった．「院内誌」は，０１年が１件，

０２年１件，０３年２件，０４年２件の計６件であっ

た．院内誌の種類は，病院医誌，病院学術雑誌，

病院看護研究集録などであった．「雑誌」は，０２

年１件，０３年３件，０４年１件，０５年１件の計６

件であった．雑誌の種類は「看護展望」が２件，

他雑誌が１件ずつであった．「看護教育大学校

論文集」は，０１年２件，０３年１件の計３件であっ

た．「学会誌」は，０１年１件，０５年１件の計２件

であった．「大学・看護学校紀要」は，０３年２件

であった．「その他」は，０３年１件であった．

　３）研究方法別分類

　研究方法別では，「質問紙調査」「面接調査」

「質問紙・面接調査併用」「その他」に分類され

た（表３）．

　「質問紙調査」は，０１年６件，０２年２件，０３年

７件，０４年４件，０５年１件の計２０件であった．

既存の評価表や分類表，自作の質問紙を用いる

方法がほとんどであり，その回数は１回が主で

表２　掲載誌別分類と年次別文献数（医学中央雑誌２００１-２００５）

計２００５２００４２００３２００２２００１
発行年　

　掲載誌別分類

１８２３５２６日本看護学会論文集

６－２２１１院内誌

６１１３１－雑誌

３－－１－２看護教育大学校論文集

２１－－－１学会誌

２－－２－－大学・看護学校紀要

１－－１－－その他

３８４６１４４１０計

プリセプターシップに関する研究の動向と課題（２００１‐２００５）
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あるが，半年間あるいは１年間に渡り，定期的

に質問紙調査をおこなう方法が２件あった．

「面接調査」は，０１年３件，０３年５件，０４年２件，

０５年２件の計１２件であった．その回数は１回が

主であるが，一定期間に継続的に３回おこなう

方法も１件あった．「質問紙・面接調査併用」は

０３年１件，０５年１件の計２件であり，うち１件

は，質問紙調査をプリセプターと新人看護師の

双方に対しておこない，プリセプターに対して

のみ面接調査をおこなっていた．「その他」は，

０１年１件，０２年２件，０３年１件の計４件であっ

た．「その他」の内訳は，実践報告２件，プログ

ラム分析１件，ＫＪ法（新人研修およびプリセプ

ター研修の際にグループワークでＫＪ法に沿っ

て紙片に記載する方法）１件であった．

　４）著者の所属別分類

著者の所属別では，「病院のみ」「病院と大学」

「大学のみ」に分類された（表４）．「病院のみ」は，

０１年６件，０２年４件，０３年１０件，０４年４件，０５

年２件の計２６件であった．「病院と大学」は，０１

年が２件，０３年２件，０４年２件，０５年１件の計

７件であった．「大学のみ」は０３年１件であった．

「その他」は，０１年２件，０３年１件，０５年１件の

計４件であった．「その他」には雑誌編集部，看

護教育大学校が含まれる．

�������	
��

　０１年に１０件だった文献数は，０２年に半分以下

に減ったものの０３年には大幅に増加し，０４年以

降再び半数以下となり，減少傾向にある．０３年

の文献数の内訳を著者の所属別分類と年次別文

献数からみると，すべての種類の所属から研究

が発表されているが，特に「病院のみ」が１０件

と際立っている．０３年の文献数増加は，病院ス

タッフにおけるプリセプターシップに対する研

究関心への高まりを示しているとみることがで

きよう．その後の０４年および０５年の文献数の減

少は，「病院のみ」の減少が影響している．１９８０

年代後半に始まったプリセプターシップがある

程度定着し，問題や課題はあるものの，病院ス

計２００５２００４２００３２００２２００１
発行年

　著者の所属別分類

２６２４１０４６病院のみ

７１２２－２病院と大学

１－－１－－大学のみ

４１－１－２その他

３８４６１４４１０計

表４　著者の所属別分類と年次別文献数（医学中央雑誌２００１－２００５）

計２００５２００４２００３２００２２００１
発行年　　

　　研究方法による分類

２０１４７２６質問紙調査

１２２２５－３面接調査

２１－１－－質問紙・面接調査併用

４－－１２１その他（実践報告、プログラム分析、ＫＪ法）

３８４６１４４１０計

表３　研究方法による分類と年次別文献数（医学中央雑誌２００１－２００５）
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タッフの研究対象としては選ばれることが少な

くなってきたといえるかもしれない．

　掲載誌別分類と年次別文献数をみると，どの

年次においても「日本看護学会論文集」が最も

多く，全体の約半数を占める．研究方法別分類

と年次別文献数では，「質問紙調査」「面接調査」

「質問紙・面接調査併用」を合わせると約９割で

あり，これら以外の方法は非常に少ない．そう

した中で中根・出羽澤他３２）は，２０施設を分析対

象としたプログラムの現状分析という方法を採

用している．各々の組織に適したプリセプター

シップのあり方を探る上で貴重な知見を示して

いるといえよう．

　著者所属別分類と年次別文献数では，総数の

７割近くが「病院のみ」である．プリセプター

あるいはプリセプター支援者としての視点から

研究が出発しており，臨床現場においてプリセ

プターシップのよりよいあり方を模索している

ことがうかがえる．一方，「病院と大学」「大学

のみ」は８件と少なかった．新人看護師のリア

リティショックおよびプリセプターシップの現

状をより客観的に把握し，プリセプターシップ

に関する研究の視野を広げてみていくためにも，

大学所属の研究者がこの分野に関心をもって取

り組んでいくことが望まれる．

　テーマ・内容別分類別にみると，①の「プリ

セプターの認識」は件数が最も多い．その内容

は，「負担感」あるいは「ストレス」，プリセプ

ターの成長や達成感，自己評価，ソーシャルサ

ポートに関するものである．最も注目されてい

るのはプリセプターの「負担感」あるいは「ス

トレス」に関する内容であり，多くの研究が，

それらを明らかにすることによって，プリセプ

ターの負担感やストレスをできるだけ減少させ

られるようなプリセプター支援の方向性を探っ

ている．②の「新人看護師の認識」の内容は，

ストレスや職場適応，自己効力，新人看護師の

個別性に関するものである．テーマ・内容別分

類の中では最も件数が少ない．神田・伊藤他１７）

も，「過去の研究において，プリセプターシップ

については，制度や病棟での支援体制について，

またプリセプターの役割についての文献はある

が，新人看護師に焦点を当てた文献は少ない」

と指摘しているが，本稿においても同様の結果

が得られた．今後，新人看護師の認識に注目し

た研究がおこなわれることを期待したい．③の

「プリセプターと新人看護師の認識の比較」にお

いては，多くが，プリセプターと新人看護師の

認識を比較し，相違を検討することによって課

題を明らかにしようとしている．④の「プリセ

プター支援」においては，プリセプターとプリ

セプター支援者の認識に関する研究および，プ

リセプター支援体制に関する研究がおこなわれ

ており，主に一つの病院におけるよりよいプリ

セプターシップ支援をめざそうとする研究が多

い．

　以上みてきたように，プリセプターシップに

関する研究の動向では，プリセプターの認識，

プリセプターと新人看護師の認識の比較，プリ

セプターとプリセプター支援者の認識や支援体

制などに関する研究が多くを占めていた．また，

プリセプターシップの評価まで行う研究はごく

僅かであった．今後は，プリセプターシップが

新人教育の効果を上げているかどうかを評価す

る研究が必要であると考える．すなわち，プリ

セプターシッププログラムの現状分析・評価を

おこない，施設に適したよりよいプログラムを

開発するための研究が多く行われていくべきで

はないだろうか．一方，アメリカから導入され

たプリセプターシップの目的が新人看護師のリ

アリティショックを軽減するためであるならば，

新人看護師のリアリティショックを客観的に把

握する研究も必要であろう．病院スタッフのみ

ならず，大学所属研究者が研究に参画し，現状

把握と分析・評価を行っていく必要があると考

える．
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